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1. 0. 中華と四夷

　「シナ」という呼称が使われなくなった戦後日本において、「中国」はその同義
語として置き換えられてきた。明治時代に東京帝大や京都帝大などで支那哲学科
や支那文学科が設けられ、大正期になってからは狩野直喜や内藤湖南らによって
雑誌『支那學』（京都・弘文堂書房 1920-47）が発刊されて漢文文献の研究・教
育に多大な成果を挙げたが、戦後、学科名は「中国哲学科」などに変更され、雑
誌は休刊された。言語名としての「支那語」も同様で、旧制の東京外国語学校の

「支那語学科」は、戦後「中国語学科」に看板を掛け替えられた。
　本来、大学の学科の命名は高度に学問的な議論をもってなされるべきである
が、戦後の改称は政治的理由によるものであった。敗戦によりGHQの占領下に
置かれた外務省は、中華民国の求めにも応じて東京の主要新聞社や各種国家機関
に総務局長・岡崎勝男名で「支那の呼稱を避けることに關する件」（内閣外乙第
二五號　昭和二十一年六月十三日）と称する文書を送付した。この通達を受け
て、教育機関もメディアもほぼ一斉に「支那」を廃して「中国」に置き換えるこ
ととなり、現在にいたっている。日本のこの状況は、欧米では China や Chine 
が今なお公私において用いられ、Zho-ng-guó もしくはその翻訳の Central Flower 
に置き換えられることがなかったことと大いに相違する。
　「支那」「シナ」を無条件に「中国」と置換することの問題点は、単に政治的理
由だけではない。学問的に問題となるのは、両語が同義でなく、一対一に対応し
ないからである。もともと「支那（至那・脂那・震旦）」も「中国」も長い歴史
を有する語であるが、現代においてシナは漢民族およびその文化の総体、中国は
中華民国ないし中華人民共和国の略称として用いるのが、両語を区別する人々の
一般的な理解である1。したがってsinologyをシナ学とせず、あえて中国学とする
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のも誤訳の誹りを免れない。sinologyには「中国」の含意はまったくないからで
ある。
　漢民族たるシナは、自らを文明の中心に位置づけ、周囲に四夷を配する、文化
と野蛮の対立する世界像、イデオロギーを構築してきた。かくて中心と考えた漢
族は中華とか夏華と自ら美称した（岡田英弘 1983: 59-60）。こうしたことを前提
にすれば、中国はシナと「四夷」を包括した行政区分とも捉えられる。
　四夷すなわち東夷・南蛮・西戎・北狄は中原を取り囲む地域の漢族以外の諸民
族を指したが、「中華」の思う「未開人」は仏教の師匠としてひたすら文化を輸
入し続けたインド（天竺・印度）にも向けられた2。後漢末期の『牟子理惑論』
や南北朝から隋唐期などに見える孝・不孝論争には、儒教や道教の伝統的シナ思
想がインド伝来の仏教を夷狄の思想として排斥する主張が見られるし3、仏教の
内部ですら仏語の漢訳にサンスクリット語を交えることを「胡漢雑挙」（金岡秀
郎 1987: 142）と称したりしていた。これらのことは、意識するとしないとにか
かわらず、シナ人が伝統的・潜在的にインドを含む異民族を夷狄と見てきたこと
の反映と見ることができよう。

1.1. チベット語文献のモンゴル語訳
　こうした「中華」と「四夷」の理解は、両者の対立と反撥を強調することにな
るが、現実に両者は交流と融合の歴史でもあった。
　なかでも「中華」が「夷狄」に支配された大モンゴル国（Yeke Monggul Ulus）
や大清国（Daiqing Gurun）においては、諸民族がひとつの国家の中に共存する
こととなり、相互の理解は文化的も政治的にも必須であった。
　筆者はこれまで漢族から見たところの夷狄であるモンゴル人とチベット人の文
化的交流、なかでもチベット語仏典のモンゴル語訳について以下のごとき拙稿を
江湖に問うてきた。
　1305年、モンゴル帝国の成宗テムル（Temür 位 1294-1307）の時代、一説にウ
イグル人とされるチョイジオドセル（Coyijiodser, Chos kyi 'od zer4）が「インド

（語）より（Enedke -ece）」5『入菩提行経』（Mon. Bodistw-a cari-a awatar. Skt. 
Bodhicâryavata-ra）を翻訳し、1311年にはモンゴル語の注釈書『入菩提行経疏』6

（Bodistw-a cari-a awatar-un tailbur）を著したのを皮切りに、およそ四半世紀を
かけてモンゴル語大蔵経がチベット語仏典より訳出された。それらははじめに写
本で書き留められ、ついで木版によって刊行された。この大事業にはアルタン・
ハーン（Altan qagan 1507-82）時代のシレート・グーシ（Sire etü üüsi corji）の
ようなモンゴル人大訳家が活躍したのをはじめ（金岡秀郎 1988a）、清代には国
家事業としての木版のモンゴル語大蔵経が公刊され、市中には町版の木版経典も
普及した（金岡秀郎 2010）。これらの訳経活動は一時的な情熱によって推進され
たわけではなく、事前に辞書を作って決定訳語を示したり（金岡秀郎 1986, 
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id.1988b, id.1989a）、翻訳論を確立する（金岡秀郎 1987b, id. 2005. id. 2006）など
計画的・組織的であった。チベットとモンゴルの文化的な交流は仏典の翻訳や解
釈に留まらず、清代では（金岡秀郎 1987a）世俗的な説話の翻訳も活発になった

（金岡秀郎 2011）。まさに翻訳は清代モンゴル人の文化的精華であり、清代は異
文化交流の時代であった。

1.2. 漢文文献からのモンゴル語訳文献7

　こうしたモンゴル人の文化的意欲は漢文化の移入に対しても向けられた。ある
民族が文化的にシナ化することを英語で sinicize というが8、この現象は両民族
が雑居もしくは接触することにより言語や生活習慣がシナのそれに順応、同化し
ていくことを意味し、明代以降の帰化城や9、現代の中国内蒙古自治区の呼和浩
特（Kökeqota）をはじめとする各都市のモンゴル族などに広く観察される。し
かし本論でいう漢文化の移入とは、こうした受動的、自然発生的な現象ではな
く、積極的に漢文化を解釈し広めようとする意図に基づくもの、具体的には漢文
文献のモンゴル語訳を指す。以下にその代表的な実例を挙げ、文献学的な簡解を
施すものとする。
　漢文文献からのモンゴル語への翻訳は、儒教・文学・治療学・占星術・芸術や
正史などの歴史書、学習書10から兵法書11など多岐に亙る。漢語からのモンゴル
語訳は元朝期に始まり徐々にその数を増やし、後に南北モンゴルが清朝に帰属し
て内外蒙古となるなかで急速に増加する。以下にその一部を概観するものとす
る。

2. 儒教系典籍のモンゴル語訳

最初に儒教系の漢文文献からのモンゴル語訳を見てみよう。
『孝経』のモンゴル語訳 Acilaltu nom もしくは Takimdaqu nom は、元朝期の

翻訳になる木版本（Rachewiltz 1982）や、1812年の木版本、1860年の写本など
内蒙古では5種が知られている12。Acilaltu nom は、モンゴル人民共和国時代に
1307年のモンゴル語訳テクストの写真版とともに他の4訳が漢文テクストと併せ
て校訂出版された（Lubsangbaldan 1961）。モンゴル語学者の栗林均は、元代の
テクストの影印出版をおこない、合わせてローマ字転写と単語索引、語尾索引を
付した（栗林均［編］2014）13。このほか、モンゴル国におけるキリール文字で
の現代モンゴル語の出版がある（ . 2005）。元朝期における『孝
経』の訳出は、先に見たチョイジオドセルの仏典訳出時代に重なるもので、モン
ゴル民族の最初期の翻訳を象徴する成果であり、文化史的にも言語学的にも価値
が高い。

早くに翻訳された『孝経』に比し、儒教の根本である『論語』のモンゴル語訳
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は19世紀の中ごろまでなされなかった。ドイツのシノロジストのW.フックス
（Fuchs 1946）やオーストラリアのモンゴル学者ラケヴィルツ（Rachewiltz 
2006）によれば、1251年、『論語』はまだ皇子であったホビライ（Qubilai）に趙
璧（1220-76）が講じたのを通訳（kelemerci）が口頭で翻訳したとされ、それは
書写されなかったと推定されている。

驚くべきことであるが、儒教の根本テクストである『論語』のモンゴル語訳
（Si ümjilel ü ülel）はかなり遅く、1892年の木版本が初出であった14。この翻訳
はトゥメッド旗（Tümed）のガルザン（Galzan）が1869〜92年のあいだ20年以
上の歳月をかけてなしたもので、全20巻の『四書』のひとつとして構成された。
この時点ですでに満洲語の『四書』は1756年に乾隆帝の序文を付した木版本が出
版されており、1892年のモンゴル語版では乾隆帝の勅とともに、『四書』のタイ
トルがモンゴル語・満洲語・漢語の3言語で付された15。
　1920年代初頭、ハラチン右旗出身のテムゲト（Tem etü、漢名・汪睿昌）は北
京に出版社の Monggul bici -ün qoriya（漢名・蒙文書社）を設立し、1892年の

『四書』から満洲語を除いたリプリント版『Monggol Kitad-iyar qabsurugsan 
dörben bici （蒙漢合璧四書）』12巻を出版した（Rachewiltz 2006: 58）16。1971年
には台湾の蒙蔵委員会からテムゲトの版が写真による複製で1巻として復刊され
た（郭寄嶠［ed.］）1971）。さらに2002年にはフフホトの内蒙古人民出版社から
ガルザン版が5巻本で出版されたが、孟子の一部が欠けた不完全なものであった

（Sedenjab (ed.) 2002. vide. Rachewiltz 2006: 59）。
新たな翻訳では、内蒙古大学のハトー（Qatagu）よるモンゴル語訳が漢文と

の合璧で内部資料（内部典籍）として出版された（Qatagu 1978. vide.  Rachewiltz 
2006: 59）。近代的な研究では、漢語と比較した主要術語に関する満洲語の訳語

（Hess 1993）や、モンゴル語の訳語の検討（Rachewiltz 2006）がなされている。
　
3. 天文暦法書のモンゴル語訳

次に仏教暦算学17（jiruqai）に関する翻訳書を見てみよう。
1711年頃に、ラシ（Rasi）、ダンジン（Danjin）、アルビダホ（Arbidaqu）、セン

ゲ（Seng e）、アルナ（Aran-a）18および多数の高位の仏教暦算学師19（jiruqayici 
beki）らは、漢語の『数理精儀叢書』20もしくは『新法算書』（黄明信・陳久金 
1984: 543）をモンゴル語訳して『暦算学の中心経の善き教え』（Jiruqai-yin goul 
sudur-un sayin nomlalg-a）と題する詳密な天文暦法の学術書として出版した21。
本書は全部で37巻あり、陽陰時季（naran saran cag ularil）や気（urug）をも計
算考察して判断するという内容を持つ。そのモンゴル語の序文に次のようにい
う。
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「古代インドの国に内なる道理（＝仏教）と外なる道理（＝外道）の暦算
学（jiruqai）なるものが弘通していた。…シナの国には二十二史にある諸侯
の時代の昔から暦算学は弘通しており。…チベットには…暦算学が古く弘通
していたが、…計算の方法が明確でなく、過ちなく知るのは難しかった。モ
ンゴルにはチベットより翻訳せし暦算学が弘通しているが、…計算して当て
ること難しきことはまさに同様である」（Mansang 1980: 570-572）22

こう述べたのに続きこの序文は、漢族による正確な天文暦法の研究書である
『暦算学の中心経の善き教え』の翻訳の必要性を唱えている。

モンゴルにおける天文暦法・占星術は、術語もチベット語やサンスクリッ
ト語が複雑に用いられ、その起源も単純ではない。『七人の老人経（Dolugan 
ebü en neretü odun-u sudur）』23なる北斗信仰についての経典も欽定『ガン
ジョール』に収められてはいるものの24、シャマニズムとの融合も見られ、
そのウルテクストも確定していない。本経は、チベット語訳よりもモンゴル
語訳の方が先になされたことがわかっており、漢文から訳された可能性が高
いとされる（松川節 1985. id. 2004）。

4. 0. 文学書のモンゴル語訳

文学に分類されるべき漢文典籍のモンゴル語訳は多いが、ここではその一部を
紹介する25。

韻文では『詩経』が1645年に Silü tü nom として満・漢・蒙合璧で木版刊行さ
れており、内蒙古自治区図書館と黒竜江省哲学社会研究所資料室に所蔵があ
る26。

散文文学では、清代には『水滸伝』（Shüi qu-yin üli er）27、『西遊記』（Tansug 
lama-yin üli er 28）や、『今古奇観』（Erte ede eki gayiqamsigtu üli er）、『金瓶梅』

（Jin ping mei）29、『紅楼夢』（Qung leu meng bici ）30、『封神演義』（Qubilgan 
er ümjile sen bici ; Sakigulsun er ümjile sen bici  Feng Shen yen i）、『三国志演
義』（Gurban ulus-un bici ）32、『聊斎志異』（Liyuu jei zhi i bici ）（選訳）33、『金
瓶梅』（Jing ping mei kemekü bici ）34などシナで人気の作品が次々とモンゴル語
訳された。ここではそれらのうち、『西遊記』『今古奇観』『紅楼夢』を概説する。

4.1. モンゴル語訳『西遊記』
ドイツのモンゴル文献学者のハイシヒは『西遊記』には「多くの翻訳および部

分訳がある」として、以下の4つのモンゴル語タイトルを挙げている（Heissig 
1972: 271）。すなわち、
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1）『唐国の唐僧ラマの初めて誕生した歴史（Tang ulus-un Tanisang blama-yin 
angqa törü sen teüke）』

2）『唐国のハーンのラマ唐僧。ブッダより経典を手に入れるため猿と豚と沙35

の4人で西方に向かったことを書き記した歴史（Tang ulus-un qagan-u blama 
Tanisang. Burqanaca nom jalara Bicin Gaqai Sirui dörbe ülen baragun ete ed-tür 
jorcigsan-i sudurlan bicijü temde le sen teüke）』

3）『唐僧ラマの物語（Tanisang blam-a-yin üli er）』
4）『唐僧ラマの西の地に向かったことを記した歴史（Tanisang blam-a-yin 

baragun gajar jorcigsan-i temde le sen teüke）』
の4種である。

『西遊記』は、南モンゴルで初めに訳され、のち北に弘まっていった。初訳は
康煕60（1721）年、チャハルの人々によってなされ、その後1730年と1746年にあ
らためて書き写されて普及し、道光43（1843）年ザヤ・バンディダの蔵書のため
に書き改められてハルハ地方にも弘まった。ハイシヒはこのことを「北への遍歴

（Nordwanderung）」と呼び、「知られる諸訳がすべての漢文原文と一致するわけ
ではないのは、シナの遊行語り部がその台本としてパラフレーズして書き留めた
ためである」と述べている（Heissig 1972: 271）。

Heissig (1972: 271)は、翻訳者として Tüsimel Rabdan、Bayasqulang、Qayisan、 
Meyiren-ü jan i Bandi の名前を挙げている。一方、内蒙古の目録では訳者はアル
ナ（Aran-a）とされている36。

日本のシナ文学者の磯部彰によれば、1790年、熱河で乾隆帝が観劇の会を催し
た際、各民族の諸王とともにモンゴル諸王も参集したといい、『西遊記』ははじ
め高位のモンゴル人が清宮廷で観劇を通じて見聞し、ついでモンゴル語訳を通じ
てより多くの人々に弘まっていったと推測されている（磯部彰 2011: 128-129）。

モンゴル語訳『西遊記』のテクストは内蒙古に複数の所在がある37。
アルナ訳の『西遊記』は1977年に3巻本で遼寧人民出版社より公刊されている

（呉承恩著・阿尔  1977）38。このモンゴル文字本は後にモンゴル国において
キリール文字版が出版された（  2009）。

また、内蒙古のリンチンガワ（Rincingawa）によってモンゴル文字の新訳がな
され公刊された（吴承恩著．仁 嘎瓦等蒙  1986）。この新訳に対しては旧訳と
の比較研究がある（邢玉  2009）。

このような伝統と新たな翻訳・研究などを通じ、現代モンゴル人にとってスン・
ウークン（ . 孫悟空）は広く人口に膾炙した物語となっている。

4.2. モンゴル語訳『今古奇観』
明代末期に抱甕老人によって編纂されたとされる短編小説集『今古奇観』は、

日本の江戸文学に大きな影響を与えたことでも知られているが（駒田信二 1975: 
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271-290）、モンゴルでは『西遊記』のモンゴル語訳より70年遅れること1816年に
南モンゴルで初訳がなされた。

ハイシヒによれば『今古奇観』のモンゴル語訳タイトルは次の5種が知られて
いる（Heissig 1972: 271）。

1）『驚くべき美しき物語（Gayiqaltai üjimcitü üli er）』
2）『今古奇観の物語（ ing u i uwan-u üli er）』
3）『昔（と）今の驚くべき出来事（Erte edü eki-yin gayiqamsig sayiqan üje del）』
4）『昔の驚くべき物語（Erten-ü gayiqaltai üli er）』
5）『昔（と）今の驚くべき美しき書物（Erten edü eki gayiqaltai üjemji-yin bici ）』
このうち、1）が南モンゴルで1816年になされたモンゴル語の初訳である。ま

た、5）は Kalgan すなわち張家口のチャハル・モンゴル文献翻訳院（Caqar 
monggul-un bici  jokiyan orcigulqu küriy-e）の刊本で普及した南モンゴルの別訳
である。

ハイシヒはこうした物語の翻訳の背景について次のように述べている。「モン
ゴル人が不思議な体験を愛好するということは、モンゴルの叙事詩（Epen）や
物語（Märchen）を見ればよくわかるが、そのことは18世紀に翻訳されたイン
ド・チベットの翻訳文献でもいっそう盛んになった39。同様に、それはシナの冒
険的物語である『今古奇観』や『聊斎志異』40に対する大きな支持にも見ること
ができる」（Heissig 1972: 271）。さらにハイシヒは、ハラチン（Qaracin）の学僧
ロブサンチョンダン（Lubsangcondan）の言をその著書『モンゴルの風習の書

（Monggul-un agali-yin bici ）』41より引いて、「満洲で翻訳され公刊された書籍は、
次いでモンゴルでも翻訳された」と述べている（Heissig 1972: 266）。このこと
は、清帝国が国を挙げて漢文化を吸収していた流れの中に、モンゴルも入って
行ったと解釈できよう。

4.3. モンゴル語訳『紅楼夢』 とモンゴル語による続編
乾隆期に活躍した曹雪芹が著したとされる小説『紅楼夢』は、1819年にハス

ボー（Qasbuu）42によって『赤い塔の夢』（Ulagan asar-un je üdü）としてモン
ゴル語訳された（Bawden 1981. id. 2003: 559-579）43。
『紅楼夢』のモンゴルにおける受容、もしくはモンゴル語訳は、その続編がモ

ンゴル人によりモンゴル語で著されたという点で刮目すべきである。
モンゴル人最初の小説家（der erste mongolische Romanschreiber）（Heissig 1972: 

266）と評される西トゥメッド旗のインジャンナシ（Injannasi）（1837-1892）44は、
「シナの風俗小説を範に取って、モンゴル人最初の小説である『一層楼』（Ni en 
dabqur asar）、『泣紅亭』（Ulagan okilaqu ting im）、『赤色の涙』（Ulagan öng eten-ü 
nilbusu）の3作品を著した」（Heissig 1972: 278）。このうち、『一層楼』と『泣紅
亭』は『紅楼夢』の続編として著されたもので、原著と同様の人物と状況設定を
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した。インジャンナシがこれらの書物を著したことによって、シナの小説が「モ
ンゴル人のもとでさらに展開するのに決定的な力となった」とされる47。

その後、インジャンナシはモンゴル語による浩瀚な歴史小説『青史演義』（Köke 
sudur）48を著し、シナ中心史観を批判してモンゴルから見た歴史物語を書き上げ
た。インジャンナシはその序章である「要略」（Tobcitu toltu）において執筆の意
図や経緯を述べ、その中で『資治通鑑綱目』などの記すシナから見たモンゴル史
に対し明確に反論、批判を加えて自説を展開した（金岡秀郎 1989b: 122-132）。
彼のこうした知見が、幼児より培われたモンゴル語・漢語・チベット語・満洲語
の教養（ibid. 121）とともに、『紅楼夢』などの漢文文学作品を通じてシナ・モ
ンゴルの文化を深く理解したことによることは間違いない。

5. モンゴル語と漢語の辞書

　これまで見てきたように、モンゴル人はきわめて幅広いジャンルの漢文文献を
モンゴル語に翻訳してきた。こうした翻訳作業に欠かせないのは対訳辞書であ
り、筆者はこれまでチベット・モンゴル語辞書の研究を続けてきている（金岡秀
郎 1986, id. 1988b, id. 1989a. id. 2005, id. 2006）。本論では漢文化の北方への伝播
という主旨に従い、漢語とモンゴル語の辞書について述べておきたい。
　漢語とモンゴル語の対訳辞書は明代の1389年成立とされる『華夷訳語』49を
もって嚆矢とするが、ここでは紙幅の都合もあるので、代表的な例として清代の

『御製五体清文鑑』についてひとこと触れておこう。
満洲人が樹立した清帝国は、その版図の広大さと支配した民族の多様性から、

満洲語（Manju gisun, the Manchu Language）を他の主要民族の諸言語に翻訳す
る必要があった。1696（康煕35）年、康煕帝が親征した清軍はゾーン・モド

（Jagun modu）の戦いでオイラド（Oyirad）のガルダン（Galdan）を敗り、ハル
ハ諸部を盟旗制に組み込むと、世界帝国としての性格を有するようになった。

こうした政治的・文化的背景のなかで、1708（康煕47）年に Han i araha 
Manju gisun i buleku bithe（『皇帝の作りし満洲語の辞書』）すなわち勅によって

『清文鑑』が編纂され、1717年にはそのモンゴル語訳を併記した対訳の『清文鑑』
が印行された。この『清文鑑』は見出し語12,110項目を有するもので、意味に
よって36部、その下位区分の280類に分類配列したものである（栗林均 2011: 1）。
その後、乾隆帝の時代には漢文を加え、さらにチベット語を加えた『御製四体清
文鑑』、それらにウイグル語を加えた『御製五体清文鑑』が完成した（ibid. 1-2）。
これらは最後の『御製五体清文鑑（Han i araha sunja hacin i hergen kamciha 
Manju gisun i buleku bithe.『皇帝の作りし5種類の文字を合わせた満洲語の辞
書』）』のみが写本によって伝わり、他はすべて木版で印行されたものである

（ibid.29）50。松川節（2011: 1）は、モンゴル語の辞書編纂史を3つの流れに大別
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し、『清文鑑』をその第1の「明朝、清朝期の国家翻訳局の編纂による語彙集」に
分類している51。

日本では京都大学により解題とともにテクストが出版されている（田村實造・
今西春秋・佐藤長（編）1966）。その他の研究については、Krueger/Taube (2006: 
39. No.127, 128)、Clark, Larry V. (2006: 127-128. No.39, 40)、 Walter, Michael (2006: 
198-199. No.124, 125, 126) 、栗林均（2011）、id. (2012) などがある52。また、書誌
については未記載であるが、早稲田大学図書館がインターネット上でテクストを
公開している（http://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/ho05/ho05_01928/  
[accessed Feb.15, 2014]）。
　『五体清文鑑』は見出し語数の多い浩瀚な辞書であるが、カテゴリーが多様な
反面、仏教語に関しては他の辞書を恃まねばならなかった。とはいえ、この辞書
により「華」と「夷」の相互理解が可促進され、漢文化が北方を含めた「異域」
に展開する一助となったことは間違いない。

注
１		 中国および支那の語義・用法や歴史的展開については、岡田英弘（2014）が多角的な論考を

問うている。また夙に石田幹之助（1932: 20-30）は、秦の名がインドに入りサンスクリット語
のチーナ（Cīna）となって世界に広まった説について論じている。各民族の視点をもって東ア
ジアや北アジアを考察するさい、シナと中国の使い分けは必須であり、筆者も学術論文のみな
らず、啓蒙書においてもこの主張を通している（金岡秀郎 2012: 16-19）。

２		 シナとインドの文化の貿易収支が前者の圧倒的な輸入超過であったことは、シナにおける仏
教の隆盛とインドにおける儒教・道教の普及を比較すれば明白である。

３		 これについては、道端良秀（1985）に詳しい。シナ撰述経典の『父母恩重経』などは、シナ
伝統思想からの論難に対する仏教側の反論と見ることができる。

４		 モンゴル語名は Nom-un erel、サンスクリット語名は Dharmara mi と伝わる（CLEAVES 
1954:6）。

５		 モンゴル語訳論蔵である『ダンジョール（Danjuur）』版のコロフォンの記述による。ただし
この記述は、後世の「ある程度の歪曲（somewhat distored）」があるとの説もある（Cleaves 
1954: 7. Footnote 1）。

６		 これらはともに木版本として伝存する（Cleaves 1954: 2）。
７		 ここでは金岡秀郎（1987a: 202-204）を大幅に補訂・新訂した。
８		 この語も現代の日本では「中国化する；中国風にする」（例えば、ランダムハウス英和大辞

典 http://dictionary.goo.ne.jp/ej/720161/meaning/m0u/ [accessed Aug.31, 2016]）と和訳され
るが、この訳語も原義からすると意味をなさない。sinicism の訳語「中国特有のもの；中国的
風物、中国風」（ibid.　http://dictionary.goo.ne.jp/ej/720160/meaning/m0u/ [accessed Aug.31, 
2016]）も同様である。

９		 本来、遊牧生活をこととしていたモンゴル人が帰化城にバイシン（板升 bayising）と呼ばれ
る固定家屋に住むようになって漢化していったことについて、青木富太郎（1972: 65-122）参
照。

10		 漢字学習書たる『千字文』（Minggan üsü tü）のモンゴル語訳も伝わり、1735年には、『三字
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経』（Gurban üsü tü nom-un bici ）のモンゴル語訳が北京で出版された（Mansang 1980: 573）。
テクストは、八省区蒙古 文工作 作小 弁公室［ed.］（1979: 375-376）No. 0048, 0049, 0052。

11		 『孫子兵法』（Süngji-yin ceri -ün bodulg-a）のモンゴル語訳は、康煕帝の「白い虎の年」（1710
年）に蒙漢十三章で書写された（八省区蒙古 文工作 作小 弁公室（ed.）1979: 172. 
No.0580）。この目録には訳者に関する情報は記されていない。同じく古代シナの兵法書である

『三略六韜』ないし『六韜三略』は北京の雍和宮と内蒙古自治区図書館にモンゴル語訳 Gurban 
bodulg-a jirgugan dugtui （2巻）があり、目録に「著者は姜太公（Jiyang Tai üng）、翻訳者はモ
ンハグ・ヘールの人（Mungqag ke er-e-yin kümün）。道光帝（Törü ereltü）の女の黒い卯年

（qaragcin taulai jil = 1843年）の青い女の卯月（köke cin taulai sar-a = 旧暦4月）の20日に転写
した写本（seyire ülü sen bicimel）」とある（八省区蒙古 文工作 作小 弁公室［ed.］1979: 
171. No.0578）。

12		 八省区蒙古 文工作 作小 弁公室（ed.）（1979: 2）No.0004, (1)~(5)。
13		 また栗林均（1997）は、モンゴル語古訳本『孝経』におけるモンゴル文字ｄとｔの正書法を

分析し、先古典期モンゴル語の特色を検討した。さらに吉池孝一（2006）は、モンゴル語訳
『孝経』のモンゴル文字の字母表を作成した。

14		 Rachewiltz (2006: 58) はこのことを incredible と形容している。
15		 すなわち、Qagan-u bici sen orcigulugsan dörben bici . Han i araha ubaliyambuha duin bithe. 

Yü-chih fan-i Ssu-shu (Rachewiltz 2006: 58)。左のローマ字転写の漢語は『御製繙譯四書』であ
る。モンゴル語では単に通常、Dörben bici  と称される。

16		 Rachewiltz (2006: 59) は、その出版年を1924年末か1925年初とし、八省区蒙古 文工作 作
小 弁公室［ed.］（1979: 20. No. 0066 ⑤）は1924年11月としている。

17		 jiruqai は、一般的に「占星術」と訳される語。ここでは、jiruqai を専門的に研究する松川
節の訳語に従った（松川節 1998: 97）。

18		 アルナ（Aran-a）の名は、次に述べる『西遊記』のモンゴル語訳者にも出る。
19		 松川節（1998: 97）は、 jiruqayici を占星ラマ僧と訳す。
20		 八省区蒙古 文工作 作小 弁公室［ed.］）（1979: 375-376）No.1272。内蒙古自治区図書館

および内蒙古語言文学歴史研究所図書室に所蔵がある。モンゴルの天文・暦法を専門的に研究
している大谷大学の松川節氏（1987年の口頭の教示）によれば、左の目録の記述は誤りの可能
性があるという。その上で、氏は次注の論文を筆者に寄贈された。

21		 松川節（1998: 96）に「現存する最古のモンゴル語の星図は、一七一一年に北京で出版され
たモンゴル語の暦学書に付されたもの」として、その図が紹介されている。

22		 原文は以下の通り。…は、邦訳・原文ともに中略である。
Erte Enedke -ün orun-dur datugadu yosun-u jiruqai ki ed gadagadu yosun-u jiruqai kemekü 
del ere sen ajugu.….. Kitad-un orun-dur qorin qoyar üy-e-yin teüke-deki qad-un üy-e-yin uridaca 
jiruqai del ere sen bö ed.….. Töbed orun-dur.…..jiruqai erte yosun-u arg-a teri üten todurqai 
ese bolugsan ende ürel-ü ei onuqui anu berke boljuqui. Monggul orun-dur Töbed-ece 
orcigulugsan jiruqai del ere sen bolbacu.…. bodalan taniqu berke anu mön te ün-lü e adali bolai. 

23		 八省区蒙古 文工作 作小 弁公室［ed.］（1979: 129）No.429 には、写本の Dolugan ebü en 
sudur (DoluGan ebü e neretü odun-u sudur) 「北斗星祭文」がある。

24		 Ligeti (1942: 303-304) No.1123 (13). 本経は以下のようにシナ語のタイトルを挙げる。「シナの
言葉にて北斗七星経（Nang iyad-un keleber Bei deu ci sing ging）」。また、チベット語タイトル
を sMe bdun zhes bya ba skar ma'i mdo とする。

25		 シナ小説の翻訳とその普及については、Heissig (1972: 265-323) にまとまった論考がある。
26		 八省区蒙古 文工作 作小 弁公室（ed.）（1979: 281）No.0956.  












